
下水道管路の包括的民間委託の導入について

千葉県 柏市

柏市下水道公式キャラクター
れんこちゃん手賀沼（手賀大橋上空）



これまでは、「壊れたら直す」、「苦情や問題が発生してから対応
する」など、事後保全型の対応。今後は「事後保全型]から「予防保
全型」の維持管理へ移行が必要。

年間約10～30か所の陥没が発生
今後も道路陥没の増加が想定される
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下水道施設の老朽化



予防保全型維持管理への移行
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平成２８年２月に「柏市下水道中長期経営計画」および「ストックマ
ネジメント計画（SM計画）」を策定し、これまでの「事後保全型維持管
理」から「予防保全型維持管理」体制に移行する方針を決定。ンフラの総

合的かつ計画的

年間事業費（老朽化対策）
・点検・調査 1.3億円
・改築更新 10.0億円

SM計画（１０年計画）
対象管路(H37時点で35年経過した管路)

・約５６０ｋｍを点検・調査
・約７０ｋｍの改築更新

（コンクリート系管路 全体延長７５５ｋｍ）

H23~H27の長寿命化工事の結果陥没件数が減少 ⇒ SM計画が有効



ＳＭ計画による調査結果

平成28年度～29年度 点検・調査を実施
調査延長72kmに対し、緊急度Ⅰが約２％、緊急度Ⅱが約９％

緊急度Ⅰ及び緊急度Ⅱについて改築工事を実施予定
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改築工事の一例



これまでの維持管理費や建設費に加え〃老朽化対策のための新たな予算と
業務が発生

下水道事業費
（平成31年度予算ベース）

全体 167億円
管理・運営費 90億円
建設改良費 77億円

うち老朽化対策費
11.3億円

新たな業務
・膨大な距離の下水道管路の調査・点検
・予防的な改築工事

人員不足！

予算不足！

官民連携手法の導入必要性
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発注タイプ
タイプ２（第1期包括）
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仕様発注
点検・調査

巡視点検
簡易カメラ調査
公共汚水桝点検
管路内目視調査

対象管路
を指定

性能発注
改築（管更正）
実施設計
SM計画の見直し※

※進捗状況により仕様部分も発生

対象管路を企画
提案・施工方法
を技術提案

１）現 況：仕様発注方式
（単年度契約）による事業スキーム

２）タイプ１：仕様発注方式
（複数年度契約・複数業務パッケージ化）による事業スキーム

３）タイプ２：仕様発注方式と性能発注方式を組み合わせた事業スキーム



市
に
よ
る
判
定

市
に
よ
る
判
定

H28～H29
調査実施

H30~H34
調査実施

H34～
調査実施

H28~H29調査済み箇
所の実施設計及び改築
工事

H30~H34調査済み箇
所の実施設計及び改築
工事

第1期包括委託（今回） 第2期包括委託（次期）市で実施

柏モデルの構築

会計検査の対応・適正な国費の執行
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発注形態

・第１期の点検・調査箇所は、第2期包括委託で設計・改築を実施
改築工事量の把握（契約金額の設定）
市による工事優先順位のチェック

・第1期と第2期の間に、市での対策措置の判定業務を別途発注
（事業費・事業範囲・業務の妥当性など）

・第2期以降は、日常管理業務も包括委託に含めるか再度検討
・第2期以降は、道路・水道などを含めた包括委託の検討



包括的民間委託の受託者のイメージ

地元業者の要望を反映し、第一期の包括委託から日常管理業務（緊急

対応、清掃業務（緊急対応）、簡易な修繕など）や改築工事（布設替）を
除いています。
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柏市

地元土木業者 コンサルタント 維持管理企業 管更正メーカー

管更正メーカー地元土木業者代表企業 コンサルタント維持管理企業

共同企業体（ＪＶ）

統括管理 計画的維持管理 計画的設計 計画的改築

一元的管理
業務計画

調査・点検
清掃業務など

改築設計
SM計画の見直し

改築工事



受託企業

優先交渉権者
柏市公共下水道管路施設包括的予防保全型管理業務共同企業

代表企業 積水化学工業㈱環境・ライフラインカンパニー 東日本支店

構成員 柏管更生有限責任事業組合（市内の土木業者９社）
松戸環境整備事業協同組合（市内及び松戸市の調査会社９

社）
管清工業㈱ 千葉営業所
㈱東京設計事務所 東葛飾事務所
パシフィックコンサルタンツ㈱ 千葉事務所
㈱奥村組 東京支店
㈱清流メンテナンス
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事業費 3,337,575,958円

業務内容 巡視点検（年間） ２６９ｋｍ
簡易カメラ調査 ５００ｋｍ
人孔点検 １６〃５００箇所
テレビカメラ調査 ９３ｋｍ
公共汚水桝点検 ２〃４３６箇所
改築工事（管きょ） ４〃１２５ｍ

（人孔） ２１５箇所

契約内容
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11月中旬に平成30年度分の年度契約を実施
基本契約と年度契約の2本立て


